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5

10
月
23
日
（
月
）、
業
務
用
食

品
卸
の
ト
ー
ホ
ー
が
、「
ト
ー
ホ
ー

ス
ト
ア
」
と
し
て
兵
庫
県
内
で
展

開
す
る
食
品
ス
ー
パ
ー
16
店
舗
を

2
0
2
5
年
1
月
ま
で
に
閉
店
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
16
店

舗
の
中
に
は
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
あ
る
竹
の
台
店
、
み
か
た
プ

ラ
ザ
店
、
か
り
ば
プ
ラ
ザ
店
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
竹
の
台

住
民
に
と
っ
て
、
日
々
の
く
ら
し

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
年
6
月
に
実
施
し

た
「
竹
の
台
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
買
い
物
に
関
す
る
設

問
の
結
果
の
詳
細
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。（
3p
、
4p
を
参
照
）

日
常
の
買
い
物
を
す
る
お
店
を

選
ぶ
と
い
う
設
問
９
で
、
5
1
5

人
の
方
が「
ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
」

を
選
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
選

ん
だ
方
の
お
住
ま
い
の
丁
目
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
図
1
の
よ
う
な
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
丁
目
ご
と
に
、
総
人
口
の

違
い
が
あ
る
た
め
、
丁
目
別
に
ト
ー

ホ
ー
竹
の
台
店
を
選
ん
だ
方
の
割

合
を
調
べ
る
と
図
2
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
※
例
え
ば
、
本
ま
ち

づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
う

ち
、
1
丁
目
に
お
住
ま
い
の
方
は

2
3
4
人
、
そ
の
う
ち
70
人
の
方
が

ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
を
選
ん
だ
の

竹
の
台
総
合
新
聞
の
発
行
は
、
竹
の
台
地
域

委
員
会
と
、
竹
の
台
地
域
に
あ
る
24
の
自
治
会
・

管
理
組
合
が
拠
出
す
る「
ま
ち
づ
く
り
協
力
金
」、

そ
の
他
行
政
の
助
成
金
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

（
年
6
回
発
行
）

で
、
そ
の
割
合
は
2
9
.
9
%
と
な

り
ま
す
。）

ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
に
近
い
2

～
4
丁
目
の
方
が
多
く
利
用
し
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

利
用
者
の
年
齢
も
気
に
な
り
ま

す
。
ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
を
選
ん

だ
5
1
5
人
の
年
代
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
図
3
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

図
2
、
図
3
か
ら
、
ト
ー
ホ
ー

竹
の
台
店
利
用
者
の
う
ち
多
く
の

方
が
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
60
歳

以
上
の
高
齢
者
だ
と
わ
か
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
公
表

さ
れ
て
以
来
、
竹
の
台
地
域
委
員

会
へ
、「
ト
ー
ホ
ー
が
な
く
な
る

と
困
る
」「
不
便
に
な
る
」「
ト
ー

ホ
ー
の
あ
と
は
、
ど
ん
な
お
店
が

入
る
の
？
」
と
の
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

N
P
O
法
人
た
け
の
コ
ム
が
運
営

す
る
た
け
の
パ
ー
ク
で
も
、「
ラ

ン
チ
が
作
れ
な
く
な
る
」「
集
会

所
を
利
用
す
る
方
が
減
る
の
で

は
」と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
市
都
市
局
か
ら
10
月
末
、

「
今
の
と
こ
ろ
、
ト
ー
ホ
ー
が
い

つ
撤
退
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
新
た
な
ス
ー
パ
ー
を
誘
致
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

竹
の
台
地
域
委
員
会
か
ら
、
今

後
も
住
民
の
声
を
神
戸
市
に
届
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

カ
ル
」
と
名
づ
け
、
児
童
た
ち
が

日
々
の
買
い
物
や
消
費
行
動
を
通

し
、
自
分
が
環
境
や
地
域
・
人
と

い
っ
た
社
会
課
題
解
決
に
何
が
で

き
る
か
考
え
る「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

（
※
）
の
視
点
を
養
う
こ
と
を
狙

い
に
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
く
ら
し
と
環
境
の
つ

な
が
り
を
体
感
で
き
る
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
の

S
D
G
ｓ
担
当
者
か
ら
話
を
聞
く

座
学
に
加
え
て
、
コ
ー
プ
の
店
舗

（
春
日
台
の
『
コ
ー
プ
西
神
』）
に

児
童
自
身
が
足
を
運
び
、
売
り
場

や
、
普
段
は
入
る
こ
と
が
な
い

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
観
察
し
た
あ

12
月
1
日
（
金
）、
美
竹
っ
子

応
援
団
の
活
動
と
し
て
、
竹
の
台

公
園
で
、
西
神
中
1
・
2
年
生

（
1
2
1
人
）、
竹
の
台
小
6
年
生

（
63
人
）、
地
域
の
方
（
29
人
）
合

同
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も

な
く
、
絶
好
の
お
掃
除
日
よ
り
。

中
学
生
、
小
学
生
、
地
域
の
方

み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
、
公
園

の
中
や
、
周
辺
の
歩
道
の
落
ち
葉

を
清
掃
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
人

海
戦
術
が
効
果
的
な
活
動
で
す
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
ま

西
神
中
学
校
で
は
、
令
和
3
年

度
か
ら
、
学
校
運
営
に
地
域
の
声

を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
「
学
校
運
営
協

議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）」
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
S
D
G
s
を
学
ぶ

1
年
生
の
総
合
学
習
の
中
で
、
地

元
の
企
業
で
あ
る
コ
ー
プ
こ
う
べ

と
連
携
し
て
、「
食
と
環
境
」
に

関
す
る
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。2

学
期
～
3
学
期
に
か
け
て
、

週
2
回
、
合
計
9
日
間
行
う
一
連

の
授
業
を
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
エ
シ

と
、
職
員
の
方
に
、
商
品
へ
の
こ

だ
わ
り
や
課
題
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
元
に
、
班
ご
と
に
「
食

品
ロ
ス
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
の
実
態
や
課
題
な
ど

を
調
べ
、
課
題
解
決
の
た
め
に
消

費
者
が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
考
え

ま
す
。

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
1
月
12

日
（
金
）
9
時
20
分
～
14
時
55
分
、

春
日
台
に
あ
る
コ
ー
プ
西
神
の
来

店
者
に
向
け
て
、
行
動
変
革
を
促

す
よ
う
な
掲
示
物
や
展
示
、
体
験

型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

本
紙
99
号
（
今
号
）
に
チ
ラ
シ

を
挟
み
込
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
中
学

生
が
考
え
る
、
消
費
者
や
社
会
の

あ
り
方
を
知
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
お
時
間
が
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、

コ
ー
プ
西
神
に
お
運
び
い
た
だ

き
、
学
び
の
成
果
を
見
て
、
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

（
西
神
中
学
校
1
年
生
担
当
）

※
エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的・道
徳
的
）

消
費
と
は

地
域
の
活
性
化
や
雇
用
な
ど
を

含
む
、
人
・
社
会
・
地
域
・
環
境

に
配
慮
し
た
消
費
行
動
の
こ
と
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
社
会
的

な
課
題
に
気
付
き
、
日
々
の
買
物

を
通
し
て
、
そ
の
課
題
の
解
決
の

た
め
に
、
自
分
は
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
す
。

2
0
1
5
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
う

ち
、
特
に
ゴ
ー
ル
12
に
関
連
す
る

取
組
み
で
す
。

コミュニティサイト（コミュニティサイト（WEBWEB））

竹の台チャンネル（動画）

（図1）トーホー竹の台店を利用する 
と答えた丁目別人数

（図2）トーホー竹の台店を利用する
と答えた丁目別割合

トーホー竹の台店を
利用すると答えた方の年代
（図3）

す
の
で
、
来
年
度
も
一
人
で
も
多

く
の
地
域
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

総 合

竹の台の人口 8,442 人 世帯数 3,785 世帯　15 歳未満 1,023 人 75 歳以上 1,426 人 令和 5 年 10 月神戸市住民基本台帳より　前号より 14 人減少

近
隣
の
高
齢
者
の
多
く
が

利
用
し
て
い
る

エ
シ
カ
ル
消
費
を
考
え
る

く
ら
し
と
環
境
の
つ
な
が

り
を
学
び
、
体
感

学
校
運
営
協
議
会
活
動

学
校
運
営
協
議
会
活
動

コ
ー
プ
こ
う
べ
と
西
神
中
１
年
生
が
連
携

1
月
12
日
（
金
）
コ
ー
プ
西
神
で
集
大
成

西
神
中
1
・
2
年
生
と
竹
の
台
小
6
年
生

地
域
の
方
と
竹
の
台
公
園
を
ク
リ
ー
ン
作
戦

エ
シ
カ
ル
消
費
を
考
え
る

エ
シ
カ
ル
消
費
を
考
え
る

竹
の
台
に
衝
撃
走
る
！

２
０
２
５
年
1
月
ま
で
に
閉
店

　
　
　
～
詳
細
は
未
定
～

ト
ー
ホ
ー
竹
の
台
店
撤
退　

職員の方の話を熱心に聞く西神中1年生

売り場を観察する西神中1年生

約300袋集まりました
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アンケートに答えていただいた方の
基本情報①

アンケートに答えていただいた方の
基本情報①

アンケートに答えていただいた方の
基本情報②

アンケートに答えていただいた方の
基本情報②

竹の台まちづくりアンケート 保存版

竹の台に住んでみて

万代が若干増え、
トーホー竹の台店が
大きく減った

5年前
回答数︓1308

無回答

不満

やや不満

どちらでもない4％
2％ 1％

0％

あまりよく
知らない

30％

7％ 無回答1％

令和5年度版

2％無回答

思わない
2％

さまざまな人が暮らすまち子育てについて

無回答 3％

アンケート対象 18歳以上の竹の台住民（7,267人令和5年6月神戸市住民基本台帳より）
回収期間 令和5年5月中旬～6月25日
回収方法 ・自治会、戸建て管理組合 ︓竹の台地域委員会から各団体へ配布と回収を依頼
 ・マンション管理組合 ︓アンケート用紙を竹の台総合新聞95号に折込みで投函し、
  　各マンション管理棟に設置した回収ボックスによって回収
 ・インターネットよりの回答 ︓今回よりインターネットから直接の回答もあわせて実施とした
回収数 1274（17.5％︓竹の台総人口あたりの回収率）

無回答 2％

無回答 3％

35％63％
男性

女性

回答者男女構成比

年代別

回答数︓1274
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環
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い

ま
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な
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が
良
い

買
い
も
の
な
ど
が
便
利

交
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5年前に比べて「交通の便が良い」
が減り、かわりに「子育てしやすい」
「実家が近い」が大きく増えた
竹の台で育った子ども世代が大人に
なり、あらためて竹の台を選んでい
るとすれば嬉しいことだ

アンケート対象は、前回は世帯毎（回答数1308）、今回は個人毎（回答数1274）の集計としました。また、記述回答については、代表的なご意見を掲載しております

住環境がよい

・駅が近く、商業施設、公共施設、病院等
生活に必要な施設がそろっている
・公園が多く静かな町
・公園の緑が多く爽やかにウォーキングで
きる
・加齢とともに徒歩圏内で生活がほぼ完結
するのがよい
・緑が多く町が落ち着いている
・嫌だと思った事が無い

安心・安全

・子どもが安全に暮らせる町である
・ご近所の方と仲良くさせていただいてい
る
・ご近所の方々も穏やかな方が多く、子育
てにおいてもたくさん助けていただいた
・まち全体が落ち着いている

「どちらでもない」 「わからない」と答えた方

・子どもがいない。子育てが終わった
・家庭で困っている子育てについては、
フォローしてもらえるとこがあるのか、
どこに相談したらいいのかわからない

・学童に通っていない小学生が気軽に集え
る場所
・子育てサークルや子育て中の親子で過ご
せる場所
・病児保育
・世代間交流ができる場所
・小学生が雨の日や暑い日でも遊べる施設
・緊急時や病気その他で保育所等に預けら
れない時に保育をサポートしてくれるシス
テム
・長期休養中の子ども用ランチ（給食がな
い時）

「思う」と答えた方

・学校、病院、公園などの施設が徒歩圏内
にある
・登下校時の見守り隊の方や地域の方のお
かげで、子供達が安全にすごしやすいまち
だと思う

・ふれあいの機会や場所をもっと作ってほ
しい
・買い物や病院通いのための気軽に利用でき
る交通サービスがもっとあればよいと思う

・ごみ捨て等の助け合い
・高所（電灯取替）、棚（ものの上げ下ろし）、
重量物（10㌔位）に関する軽作業のサポート
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39％女性

58％

-10 -5 0 5 10 15 20 25 30

実家が近い

子育てしやすい

交通の便が良い-9.6

12.9

27.3

（%）

わからない
無回答 2％

66％

住み続け
たいと考え
ている

特にこだわって
いない
特にこだわって
いない

25％
7％

あいさつ程度の
人はいる
あいさつ程度の
人はいる

世間話ができる人がいる世間話ができる人がいる

困った時に相談
できる人がいる
困った時に相談
できる人がいる

32％

39％

20％

思う

62％どちら
でもない10％

23％
わからないわからない

31％

思う

思わない
わからないわからない

どちらでもない

8％
39％

19％

02 6 7

10194

139
137
153
201

323

446
377

289

148
115

1727

（人）

編者所感

編者所感

設問4.  あなたが「竹の台」に住むことを選んだ理由は何ですか︖
3 つ選んでください

設問5.  住んでみてどうでしたか︖

設問7.  このままずっと
竹の台に住み続けたいと
考えていますか︖

設問10.  竹の台は子育てしやすい
「まち」だと思いますか︖

設問11.  設問10で
その回答を選んだ理由

設問8.  ご近所で、あいさつや
困り事の相談ができる人
はいますか︖

設問9.  食料品など日常の買い物は、
どこのお店を利用して
いますか︖（複数回答可）

設問12.  地域の中に「あったらいいな」と思う
子育てをサポートするサービスや
しくみをご提案ください

設問13.  竹の台は、高齢者や障がい
をお持ちの方にやさしい
まちだと思いますか︖

設問14.  地域に「あったらいいな」と思う、高齢者や障がい者を
サポートするサービスや仕組みを具体的に提案してください

設問6.  設問5でその回答を選んだ
理由をご記入ください

◯増減率の大きかった項目

ス
ー
パ
ー
万
代

ト
ー
ホ
ー

　竹
の
台
店

エ
キ
ソ
ア
レ

イ
オ
ン

　フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル

コ
ー
プ

　（春
日
台
・
西
神
南
）

そ
の
他

5 年前今回

無
回
答

80
代
以
上

70
代

60
代

50
代

40
代

30
代

20
代

20
歳
以
下

0

100

200

300

400

500 5 年前
今回

33％
とても
満足

まあまあ満足

61％

11
月
12
日
（
日
）
9
時
～
14
時
、

竹
の
台
小
学
校
に
て
「
第
21
回
竹

の
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

福
引
き
参
加
者
数
か
ら
推
測
し

て
、
来
場
者
は
約
３
０
０
０
人
で

し
た
。

前
回
初
め
て
小
学
校
が
学
校
行

事
と
し
て
地
域
の
ま
つ
り
に
参
加

し
た
際
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今
回

は
次
の
４
点
の
変
更
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
開
催
時
期
。「
音

楽
会
」「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
参
加
」

と
学
校
行
事
が
連
続
す
る
こ
と
に

合
わ
せ
、
日
程
を
一
週
間
遅
ら
せ

ま
し
た
。（
11
月
第
1
週
の
日
曜

日
を
第
2
週
の
日
曜
日
へ
）　　

二
つ
目
は
、
開
始
時
刻
。
全
児

童
の
開
会
式
へ
の
参
加
（
各
教
室

の
テ
レ
ビ
で
開
会
式
を
視
聴
）
及

び
他
学
年
の
コ
ー
ナ
ー
の
観
覧
時

間
を
含
め
た
授
業
時
間
に
合
わ
せ

る
た
め
、
ま
つ
り
の
開
始
を
10
時

か
ら
9
時
開
始
へ
と
1
時
間
早
く

し
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
警
備
員
。
不
特
定

多
数
の
人
が
小
学
校
に
来
場
す
る

こ
と
に
対
し
、
地
域
住
民
に
よ
る

警
備
に
加
え
、
専
門
の
警
備
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

四
つ
目
は
、
児
童
向
け
の
食
べ

物
。
前
回
食
べ
物
の
ブ
ー
ス
数
と

取
扱
個
数
が
少
な
く
、
学
校
の
授

業
が
終
わ
る
11
時
過
ぎ
に
は
食
べ

物
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
へ
の

対
応
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

手
配
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。　
　

日
程
や
時
間
の
変
更
に
関
し
て

は
、
現
在
小
学
校
で
保
護
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
を
見
て
か
ら
の
評
価
に
な

り
ま
す
。
５
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん
好
評

で
、
時
に
は
長
蛇
の
列
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
次
回
は
地
域
住
民

の
出
店
と
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

小
学
校
が
授
業
の
一
環
と
し
て

地
域
の
ま
つ
り
に
参
加
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
昨
年
以
上
に
各
学

年
が
展
示
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
児
童
が

自
分
た
ち
の
展
示
へ
呼
び
込
み
を

し
、
来
て
く
れ
た
地
域
住
民
の
方

に
授
業
の
成
果
を
熱
心
に
発
表
す

る
さ
ま
は
、
見
て
い
て
微
笑
ま
し

く
、
地
域
と
学
校
双
方
に
と
っ
て

よ
り
良
い
交
流
の
機
会
に
な
っ
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

特
に
6
年
生
は
、
授
業
で
地
域

委
員
会
の
役
員
か
ら
、
今
年
度
策

定
す
る
「
竹
の
台
第
3
次
5
か
年

計
画
」
の
話
を
聞
い
た
こ
と
で
、

自
分
た
ち
も
竹
の
台
の
良
い
と
こ

ろ
や
、
こ
れ
か
ら
の
竹
の
台
が
ど

う
あ
っ
て
欲
し
い
か
に
つ
い
て
ま

と
め
、
地
域
の
人
に
考
え
を
聞
い

て
も
ら
お
う
と
、
ま
つ
り
の
展
示

で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。

紙
の
ポ
ス
タ
ー
だ
け
な
く
、
パ

ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
説
明

用
の
資
料
を
作
る
な
ど
、
昨
今
の

小
学
生
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高

さ
も
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
の
準
備
や
当
日

の
お
手
伝
い
で
、
多
く
の
保
護
者

の
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
に
1
回
の
住
民
交
流
の
機
会

で
あ
る
竹
の
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

は
、
多
く
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
協
力
の
ほ
か
、
竹
の
台
地

域
の
自
治
会
・
管
理
組
合
か
ら
拠

出
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
協

力
金
」、
地
域
内
や
近
隣
の
事
業

者
様
か
ら
の
協
賛
金
に
支
え
ら
れ

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
前
年
度
の
反
省
を
踏

ま
え
な
が
ら
改
善
し
、
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ま
つ
り
の
継
続
や
発

展
に
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が

絶
対
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地
域
で
知
り
合
い
を
増
や
し
た

い
方
、
話
が
で
き
る
場
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、

地
域
の
ま
つ
り
は
絶
好
の
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
「
竹
の
台
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
次
回

か
ら
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
6
つ
の

小
学
校
区
に
あ
る
「
防
コ
ミ
（
防

災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」
で
は
、

合
同
で
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
は
年
度
ご
と
に
地
区
輪
番
制

に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
竹
の

台
が
当
番
地
区
で
し
た
。

11
月
26
日
（
日
）、
竹
の
台
小

学
校
で
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

6
地
区
防
コ
ミ
連
絡
会
合
同
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
自
治
会
・
管
理
組
合

の
防
災
担
当
委
員
や
西
消
防
署
・

西
消
防
団
櫨
谷
支
団
・
西
区
役
所

な
ど
合
計
1
4
4
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
竹
の
台
か
ら
は
25
名
、
ス

タ
ッ
フ
10
名
、
合
計
35
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

訓
練
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
っ
た
救
出
訓
練
、
消
火
器
取

神
戸
市
看
護
大
学
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
本
物
そ
っ
く
り
の
赤

ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

清
掃
時
、
車
に
は
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
ね

西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
6
地
区　

　
　
　

勢
ぞ
ろ
い

中
庭
で
の
西
神
中
の
コ
ー

ナ
ー
も
、
生
徒
み
ん
な
の
が

ん
ば
り
で
完
売
し
ま
し
た

６
年
生
の
発
表
テ
ー
マ
は

　
　
　
「BE TAKEN

O
D

AI

」

運動場のキッチンカーには、多くの方が並びました
来年度は、運営にさらなる工夫の余地がありそう

住民への事前の周知徹底、
当日参加者のモラルの高さ
スタッフのみなさんの気配り
等のお陰で福引コーナーの
運営はたいへんスムーズ！

消火器の使い方は家庭での
火災にも有用です

正門左手では、「タケくん」
と「ノコちゃん」がお出迎
えしていましたよ

扱
、
煙
体
験
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
火

災
に
つ
い
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
、ロ
ー

プ
結
索
、
毛
布
を
使
っ
た
搬
送
訓

練
、
放
水
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練

で
し
た
。

各
コ
ー
ナ
ー
を
各
地
区
が
担
当

し
、
消
防
の
方
と
一
緒
に
参
加
者

へ
の
指
導
や
誘
導
を
行
い
ま
し

た
。

竹
の
台
で
は
、
5
月
の
「
市
民

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
自
治
会
・
管
理
組

合
の
方
に
、受
付
・
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ

プ
コ
ー
ナ
ー
・
炊
き
出
し
コ
ー

ナ
ー
・
班
の
誘
導
な
ど
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
当
番
は
、
糀
台
地
区

で
す
。
日
程
は
、
年
度
は
じ
め
の

竹
の
台
地
域
委
員
会
総
会
及
び
防

災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
自
治
会
・

管
理
組
合
で
年
度
途
中
で
役
員
が

交
代
な
ど
す
る
場
合
は
、
次
の
役

員
の
方
へ
の
引
継
ぎ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

竹
の
台
で
は
、毎
年
各
自
治
会
・

管
理
組
合
が
、
日
を
合
わ
せ
て
自

宅
周
辺
や
公
道
を
清
掃
を
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
12
月
3
日
（
日
）、

竹
の
台
に
あ
る
24
の
団
体
の
う
ち

16
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
、
ご
家
族
で
参
加

し
、
落
ち
葉
を
一
掃
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

こ
の
取
組
み
の
目
的
は
、
竹
の

台
の
環
境
を
良
く
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
参
加
し
て
、

ご
近
所
の
お
友
達
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

竹
の
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
６
防
コ
ミ　

竹
の
台
一
斉
清
掃　

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
！
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

防
災
訓
練
実
施
　

合
同
防
災
訓
練

は
じ
け
る
笑
顔　

第
21
回　

昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
工
夫
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アンケートに答えていただいた方の
基本情報①

アンケートに答えていただいた方の
基本情報①

アンケートに答えていただいた方の
基本情報②

アンケートに答えていただいた方の
基本情報②

竹の台まちづくりアンケート 保存版

竹の台に住んでみて

万代が若干増え、
トーホー竹の台店が
大きく減った

5年前
回答数︓1308

無回答

不満

やや不満

どちらでもない4％
2％ 1％

0％

あまりよく
知らない

30％

7％ 無回答1％

令和5年度版

2％無回答

思わない
2％

さまざまな人が暮らすまち子育てについて

無回答 3％

アンケート対象 18歳以上の竹の台住民（7,267人令和5年6月神戸市住民基本台帳より）
回収期間 令和5年5月中旬～6月25日
回収方法 ・自治会、戸建て管理組合 ︓竹の台地域委員会から各団体へ配布と回収を依頼
 ・マンション管理組合 ︓アンケート用紙を竹の台総合新聞95号に折込みで投函し、
  　各マンション管理棟に設置した回収ボックスによって回収
 ・インターネットよりの回答 ︓今回よりインターネットから直接の回答もあわせて実施とした
回収数 1274（17.5％︓竹の台総人口あたりの回収率）

無回答 2％

無回答 3％

35％63％
男性

女性

回答者男女構成比

年代別

回答数︓1274

0

200

400

600

800

1000 5 年前今回

そ
の
他

実
家
が
近
い

職
場
が
近
い

公
園
が
近
い

子
育
て
し
や
す
い

教
育
環
境
が
良
い

ま
ち
な
み
が
良
い

買
い
も
の
な
ど
が
便
利

交
通
の
便
が
良
い

745

824

693
612

294

202

402

103
132 172

700

606

287 228

402

102

168

112

（人）

（人）

5年前に比べて「交通の便が良い」
が減り、かわりに「子育てしやすい」
「実家が近い」が大きく増えた
竹の台で育った子ども世代が大人に
なり、あらためて竹の台を選んでい
るとすれば嬉しいことだ

アンケート対象は、前回は世帯毎（回答数1308）、今回は個人毎（回答数1274）の集計としました。また、記述回答については、代表的なご意見を掲載しております

住環境がよい

・駅が近く、商業施設、公共施設、病院等
生活に必要な施設がそろっている
・公園が多く静かな町
・公園の緑が多く爽やかにウォーキングで
きる
・加齢とともに徒歩圏内で生活がほぼ完結
するのがよい
・緑が多く町が落ち着いている
・嫌だと思った事が無い

安心・安全

・子どもが安全に暮らせる町である
・ご近所の方と仲良くさせていただいてい
る
・ご近所の方々も穏やかな方が多く、子育
てにおいてもたくさん助けていただいた
・まち全体が落ち着いている

「どちらでもない」 「わからない」と答えた方

・子どもがいない。子育てが終わった
・家庭で困っている子育てについては、
フォローしてもらえるとこがあるのか、
どこに相談したらいいのかわからない

・学童に通っていない小学生が気軽に集え
る場所
・子育てサークルや子育て中の親子で過ご
せる場所
・病児保育
・世代間交流ができる場所
・小学生が雨の日や暑い日でも遊べる施設
・緊急時や病気その他で保育所等に預けら
れない時に保育をサポートしてくれるシス
テム
・長期休養中の子ども用ランチ（給食がな
い時）

「思う」と答えた方

・学校、病院、公園などの施設が徒歩圏内
にある
・登下校時の見守り隊の方や地域の方のお
かげで、子供達が安全にすごしやすいまち
だと思う

・ふれあいの機会や場所をもっと作ってほ
しい
・買い物や病院通いのための気軽に利用でき
る交通サービスがもっとあればよいと思う

・ごみ捨て等の助け合い
・高所（電灯取替）、棚（ものの上げ下ろし）、
重量物（10㌔位）に関する軽作業のサポート
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（人）

編者所感

編者所感

設問4.  あなたが「竹の台」に住むことを選んだ理由は何ですか︖
3 つ選んでください

設問5.  住んでみてどうでしたか︖

設問7.  このままずっと
竹の台に住み続けたいと
考えていますか︖

設問10.  竹の台は子育てしやすい
「まち」だと思いますか︖

設問11.  設問10で
その回答を選んだ理由

設問8.  ご近所で、あいさつや
困り事の相談ができる人
はいますか︖

設問9.  食料品など日常の買い物は、
どこのお店を利用して
いますか︖（複数回答可）

設問12.  地域の中に「あったらいいな」と思う
子育てをサポートするサービスや
しくみをご提案ください

設問13.  竹の台は、高齢者や障がい
をお持ちの方にやさしい
まちだと思いますか︖

設問14.  地域に「あったらいいな」と思う、高齢者や障がい者を
サポートするサービスや仕組みを具体的に提案してください

設問6.  設問5でその回答を選んだ
理由をご記入ください

◯増減率の大きかった項目
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情 報
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□今回 □5年前

無回答 2％

安全・防災

地域の活動・拠点・つながり

住民自治組織について

学校とのつながりについて

1％無回答 1％無回答

64％
35％

ある

ない

無回答 1％
見たこともない2％

全く読んでいない2％

8％既に参加している

ある7％
無回答5％無回答1％

無回答 2％

聞いたことは
あるが内容は
わからない

知らない

不要8％

無回答2％

わからない11％ 無回答 2％

思わない
3％

竹の台まちづくりアンケート 令和５年度版  【発 行】2023 年 12 月 18 日【制 作】 竹の台地域委員会 広報部
〒651-2274 兵庫県神戸市西区竹の台 2 丁目 20-1 竹の台地域福祉センター内  電話 (078)992-6889（地域福祉センター）

・有償ボランティア活動も考える
・老人会のさらなる協力
・自治会費の有効活用を図る
・SNSやチラシなどを活用する
・ある程度の報酬は必要かもしれな
い
・無理なく参加できるような仕組み
を考える
・竹の台地域内の商業施設で使用可
能なポイント制など

・読まなくなった本の交換会
・簡単な家の中のメンテで困っている方への
サポート
・竹の台祭りのような地域イベント
・高齢者の外出介助
・現状の公園清掃
・小中学校の学習支援ボランティア
・高齢者の方との交流
・退職したら見守り活動に参加してみたい
・子供向けの無料学習塾
・自然観察（木、雑草、鳥など）
・太極拳とか健康維持に関係するもの

「とても良いと思う」と答えた方

・子供会や、町内毎の夏祭りなどが無い現
在、ニュータウンで地域のお祭りがあるの
は貴重
・地域を知る機会になる
・竹の台の地域の人たちとの交流ができる
・子どもたちがお客さん的立場ではなく、
自主的に関われることが良い
・地域の一員としての自覚ができる
「どちらでもない」「わからない」と答えた方

・子供の意見がわからない
・参加していないのでわかりません

「必要」と答えた方

・高齢化が進んでいて大変ですが、地域を守る
という意味で必要
・ごみ処理、防犯など生活するうえで共同参加
は不可欠です。全員参加が必要だと思います
・現実にこれだけの街をきれいに治安よく保て
て来た要因として自治会の実績は大きいと思う
・地域の情報を回覧版などで知ることができる
・自治体との交渉で必要

「不要・どちらでもない」と答えた方

・住民が高齢化しており、委員をす
ることが負担になっている
・あまりメリットを感じない
・マンションと戸建てでは違う
・必要ないとは思わないが、今より
シンプルな形であってもよいと思う

アンケートの結果についての詳
細は、1月下旬を目途に竹の台地
域コミュニティサイトに掲載し、
お知らせします

アンケートに答えていただいた方の
基本情報③

アンケートに答えていただいた方の
基本情報③

（人）

思うどちら
でもない

67％
17％

ある

67％

ない

32％ いる

いない

わ か らない

47％
20％
32％

全く知らない

9％
無回答1％7％

知ってい て
利用したことがある
知ってい て
利用したことがある

知 っているが
利 用したことがない

聞いたことはあるが、
どこにあるかわからない

38％
46％

全く知らない7％

6％
無回答1％
知っていて
利用したことがある
知っていて
利用したことがある

聞いたことはあるが、
どこにあるかわから ない

知っているが
利用したことがない

26％

60％
 いつも
読んでいるたまに 読んでいる

あまり読んで
いない

47％

37％

12％
8％よく見る2％

時々見る
無回答1％

あまり見ない

全く見ない

知らない

34％

28％ 27％

知らない

無回答1％

無回答2％ 無回答3％

0％

両方知っている両方知っている
25％

タケくんだけ
知っている

ノコちゃんだけ
知っている

42％

全く
知らない

31％
27％
知っている

聞いたことはあるが
良くは知らない

27％

全く
知らない

46％

あまり良くない
と思う

8％

特にない

81％

参加した

参加しなかった
30％

68％
3％

とても良い
と思う

52％
どちらでもない
16％

わからない
26％

知っている
44％

38％

16％
必要

59％
わからない
31％

0 50 100150200250300350400

無回答

6 丁目

5 丁目

4 丁目

3 丁目

2 丁目

1 丁目 234
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218
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148
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27

タケくん
ノコちゃんノコちゃん

編者所感

設問15.  竹の台は、安全なまち
だと思いますか︖

設問16.  登下校時の見守り活動の
参加者を増やすには、
どうすれば良いと思いますか︖

設問17.  竹の台一斉避難訓練また安否確認訓練に
参加したことはありますか︖

設問18.  災害時、ご近所に安否
確認をしてくれる人は
いますか︖

設問19.  「竹の台地域福祉センター」
  を知っていますか︖

設問20.    住民交流施設「たけのパーク」
（通称「たけパ」）を知っていますか︖

設問21.  「竹の台総合新聞」を読んだ
  ことがありますか︖

設問22.  竹の台地域のホームページ
を見たことがありますか︖

設問23.   竹の台のイメージキャラクター
「タケくん」「ノコちゃん」を
 知ってますか︖

設問24.  竹の台では「オリーブを使った
まちづくり」に取り組んでいますが、
知っていましたか︖

設問25.  竹の台でボランティアとして
参加してみたいイベントや
活動はありますか︖

設問27.   令和4年度に開催された
「竹の台ふれあいまつり」
 に参加しましたか︖

設問28.  小学生の参画について
どう感じますか︖

設問29.  その回答を選んだ理由

設問30.  竹の台地域委員会を
知っていますか︖

設問31.  自治会などの住民自治組織は
必要だと思いますか︖

設問26.  竹の台に「あったらいいな」と思う
交流や活動があったらご提案ください

丁目別

5 年前
今回

平成版アンケートはこちら▶

69 号 (H31.1) 70 号 (H31.3)

「参加したことがある」と答えた方は、
 5年前に比べ、35％から67％に大きく増えた

設問32.  その回答を選んだ理由をご記入ください

情 報
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■竹の台地域コミュニティ
サイト
自治会・管理組合のページ

竹の台地域委員会のライン公式アカウント
リアルタイムでボランティア希望の方へ情報発信
しています。
登録は、右記のQRコードを読み込んでください。

ノコちゃんノコちゃんノコちゃん

ノコちゃんノコちゃんノコちゃん

□今回 □5年前

無回答 2％

安全・防災

地域の活動・拠点・つながり

住民自治組織について

学校とのつながりについて

1％無回答 1％無回答

64％
35％

ある

ない

無回答 1％
見たこともない2％

全く読んでいない2％

8％既に参加している

ある7％
無回答5％無回答1％

無回答 2％

聞いたことは
あるが内容は
わからない

知らない

不要8％

無回答2％

わからない11％ 無回答 2％

思わない
3％

竹の台まちづくりアンケート 令和５年度版  【発 行】2023 年 12 月 18 日【制 作】 竹の台地域委員会 広報部
〒651-2274 兵庫県神戸市西区竹の台 2 丁目 20-1 竹の台地域福祉センター内  電話 (078)992-6889（地域福祉センター）

・有償ボランティア活動も考える
・老人会のさらなる協力
・自治会費の有効活用を図る
・SNSやチラシなどを活用する
・ある程度の報酬は必要かもしれな
い
・無理なく参加できるような仕組み
を考える
・竹の台地域内の商業施設で使用可
能なポイント制など

・読まなくなった本の交換会
・簡単な家の中のメンテで困っている方への
サポート
・竹の台祭りのような地域イベント
・高齢者の外出介助
・現状の公園清掃
・小中学校の学習支援ボランティア
・高齢者の方との交流
・退職したら見守り活動に参加してみたい
・子供向けの無料学習塾
・自然観察（木、雑草、鳥など）
・太極拳とか健康維持に関係するもの

「とても良いと思う」と答えた方

・子供会や、町内毎の夏祭りなどが無い現
在、ニュータウンで地域のお祭りがあるの
は貴重
・地域を知る機会になる
・竹の台の地域の人たちとの交流ができる
・子どもたちがお客さん的立場ではなく、
自主的に関われることが良い
・地域の一員としての自覚ができる
「どちらでもない」「わからない」と答えた方

・子供の意見がわからない
・参加していないのでわかりません

「必要」と答えた方

・高齢化が進んでいて大変ですが、地域を守る
という意味で必要
・ごみ処理、防犯など生活するうえで共同参加
は不可欠です。全員参加が必要だと思います
・現実にこれだけの街をきれいに治安よく保て
て来た要因として自治会の実績は大きいと思う
・地域の情報を回覧版などで知ることができる
・自治体との交渉で必要

「不要・どちらでもない」と答えた方

・住民が高齢化しており、委員をす
ることが負担になっている
・あまりメリットを感じない
・マンションと戸建てでは違う
・必要ないとは思わないが、今より
シンプルな形であってもよいと思う

アンケートの結果についての詳
細は、1月下旬を目途に竹の台地
域コミュニティサイトに掲載し、
お知らせします

アンケートに答えていただいた方の
基本情報③

アンケートに答えていただいた方の
基本情報③
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タケくん
ノコちゃんノコちゃん

編者所感

設問15.  竹の台は、安全なまち
だと思いますか︖

設問16.  登下校時の見守り活動の
参加者を増やすには、
どうすれば良いと思いますか︖

設問17.  竹の台一斉避難訓練また安否確認訓練に
参加したことはありますか︖

設問18.  災害時、ご近所に安否
確認をしてくれる人は
いますか︖

設問19.  「竹の台地域福祉センター」
  を知っていますか︖

設問20.    住民交流施設「たけのパーク」
（通称「たけパ」）を知っていますか︖

設問21.  「竹の台総合新聞」を読んだ
  ことがありますか︖

設問22.  竹の台地域のホームページ
を見たことがありますか︖

設問23.   竹の台のイメージキャラクター
「タケくん」「ノコちゃん」を
 知ってますか︖

設問24.  竹の台では「オリーブを使った
まちづくり」に取り組んでいますが、
知っていましたか︖

設問25.  竹の台でボランティアとして
参加してみたいイベントや
活動はありますか︖

設問27.   令和4年度に開催された
「竹の台ふれあいまつり」
 に参加しましたか︖

設問28.  小学生の参画について
どう感じますか︖

設問29.  その回答を選んだ理由

設問30.  竹の台地域委員会を
知っていますか︖

設問31.  自治会などの住民自治組織は
必要だと思いますか︖

設問26.  竹の台に「あったらいいな」と思う
交流や活動があったらご提案ください

丁目別

5 年前
今回

平成版アンケートはこちら▶

69 号 (H31.1) 70 号 (H31.3)

「参加したことがある」と答えた方は、
 5年前に比べ、35％から67％に大きく増えた

設問32.  その回答を選んだ理由をご記入ください
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12
月
の
回
覧
物
】

12
月
1
日

・
小
学
校
だ
よ
り

・
中
学
校
だ
よ
り

全
団
体
宛
て

・
令
和
5
年
度
円
卓
会
議
の
ご
案
内

関
係
団
体
宛
て

・
戸
建
て
管
理
組
合
懇
談
会
議
事
録

・
令
和
5
年
度
道
路
等
補
修
箇
所

要
望
に
対
す
る
西
建
設
事
務
所
の

回
答

12
月
15
日

ポ
ス
タ
ー
掲
示

・
と
ん
ど
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ

編

集

後

記

竹
の
台
地
域
委
員
会
で
は
、
地

域
の
情
報
を
住
民
み
ん
な
で
共
有

す
る
こ
と
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
行
事
を
は
じ
め
、

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
総
合

的
な
地
域
の
情
報
を
自
治
会
・
管

理
組
合
（
24
団
体
）
を
通
じ
、
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

毎
月
1
日
と
15
日
を
め
ど
に

（
1
～
2
日
都
合
に
よ
り
ず
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
回
覧

物
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）、

竹
の
台
地
域
委
員
会
か
ら
自
治

会
・
管
理
組
合
の
役
員
の
方
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

回
覧
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
覧
に
つ
い
て

情
報
提
供
・
投
稿

　
お
ま
ち
し
て
ま
～
す

竹
の
台
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
の
中
に
、
自
治
会
・
管
理
組
合

役
員
の
方
向
け
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
活
動
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

今
年
の
冬
は
暑
い
の
か
、
寒
い

の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
定
な
気
候

が
続
い
て
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
体
調
管
理

で
き
て
い
ま
す
か
？

私
の
場
合
、
以
前
は
秋
の
は
じ

め
頃
に
風
邪
を
引
く
こ
と
が
多

く
、
季
節
の
変
わ
り
目
を
体
調
管

理
の
ホ
ー
ル
ド
ポ
イ
ン
ト
と
自
覚

し
て
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
は
毎
日
の
天
気
予
報
で
そ
の

日
の
気
温
を
確
認
し
、
前
日
と
の

気
温
差
で
服
装
を
決
め
て
会
社
に

行
く
こ
と
が
常
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
年
を
と
っ
た
せ
い
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
10
年
前
と
比

べ
る
と
大
き
く
変
わ
っ
た
な
ぁ
と

感
じ
て
ま
す
。
地
球
は
大
丈
夫
な

ん
で
し
ょ
う
か
。。。　

「
あ
つ
い
」
と
言
え
ば
、
今
年

は
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も
熱
か
っ
た

で
す
ね
。
３
月
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
始
ま

り
、
阪
神
の
ア
レ
や
オ
リ
ッ
ク
ス

の
ア
レ
、
は
た
ま
た
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

の
ア
レ
も
あ
り
、
関
西
も
活
気
づ

い
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。お

か
げ
で
私
も
と
て
も
美
味
し

い
お
酒
が
飲
め
ま
し
た
。
来
年
の

大
阪
万
博
も
今
年
み
た
い
に
盛
り

上
が
る
と
良
い
で
す
ね
。

                        （
２
丁
目
Ｈ
）　

10
月
中
旬
、
西
建
設
事
務
所
か

ら
、
竹
の
台
地
域
委
員
会
に
各
自

治
会
・
管
理
組
合
が
要
望
す
る
道

路
な
ど
の
公
共
財
補
修
に
つ
い

て
、
令
和
5
年
度
分
の
回
答
が
届

き
ま
し
た
。（
6
団
体
要
望
）

街
路
樹
の
剪
定
や
道
路
の
ひ
び

割
れ
、
竹
谷
池
の
排
水
路
の
詰
ま

り
な
ど
多
く
の
要
望
に
対
応
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
平
成
21
年
か
ら

毎
年
継
続
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

ま
め
に
住
民
の
目
で
見
て
要
望
す

る
こ
と
で
、
竹
の
台
地
域
の
住
環

境
が
、
よ
り
よ
く
保
た
れ
て
い
る

実
例
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
竹
の
台
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
、
自
治
会
な
ど
の
住

民
自
治
組
織
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
か
？
と
い
う
設
問
に
対
し
、

59
％
の
方
が
必
要
と
答
え
て
い
ま

す
（
3p
参
照
）。
さ
ら
に
、
そ
う

思
っ
た
理
由
に
、「
住
環
境
の
維

持
」「
防
犯
」「
行
政
へ
意
見
を
伝

え
る
」
を
挙
げ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。

た
だ
現
実
に
は
、
地
域
の
高
齢

化
と
と
も
に
、
以
前
の
よ
う
な
自

治
会
活
動
が
で
き
な
い
例
も
散
見

さ
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、
自
治
会

そ
の
も
の
が
な
く
な
れ
ば
、
住
環

境
の
悪
化
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
現
状
へ
の
対
応
と
し

て
、
竹
の
台
地
域
委
員
会
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
で
あ
る
5
か
年

計
画
の
中
に
、「
自
治
会
等
を
中

心
に
、
各
団
体
が
連
携
し
、
住
民

が
主
体
的
に
参
画
し
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
る
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
具
体
的
な
行
動
と
し

て
、
上
記
の
道
路
な
ど
の
公
共
財

の
補
修
要
望
や
、
竹
の
台
一
斉
清

掃
（
2p
参
照
）
な
ど
を
行
い
、
各

自
治
会
へ
の
支
援
を
継
続
的
に
計

画
・
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
よ
り
良
い
住
環
境

の
維
持
を
担
う
自
治
会
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
未
加
入
の
ご
家

庭
は
、
ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
自
治
会

へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
一
人

ひ
と
り
の
負
担
も
減
り
ま
す
。

内容 日時等 申込み先
登下校見守り活動 登校時　月～金

　　　7時40分頃～8時15分
下校時　火・水・木
　　　14時30分～15時30分
　　　15時30分～30分程度

竹の台小教頭991－4471

北公園清掃（6丁目） 第1・第3月曜日/毎月９時～ 申込み不要　直接現地に
中公園清掃（2丁目） 第2・第4月曜日/毎月９時～ 申込み不要　直接現地に
オリーブ活動 第1土曜日/毎月９時～

小学校と中学校を交代で清掃
しています。どちらの清掃を
行うかは、6pカレンダー参照

申込み不要　直接現地に

救急インストラクター 資格が必要
要請があれば、小学校、中学
校、自治会等に出向き、市民
救命士講習会を実施します。

地域福祉センター992－6889
9時～12時（火曜休館）
折返し担当者より連絡

タケくんカフェスタッフ 第3月曜日/毎月　
12時30分～15時30分
たけのパーク

申込み不要　直接現地に

防災活動 竹の台地域の防災訓練、避難
訓練等のお手伝い

地域福祉センター992－6889
9時～12時（火曜休館）
折返し担当者より連絡

本紙編集委員 編集会議に参加して企画等の
お手伝い。編集の場合はアド
ビ社ソフト使用できる方
6回/年　たけのパーク

地域福祉センター992－6889
9時～12時（火曜休館）
折返し担当者より連絡

竹の台チャンネル制作 編集会議と同じ日
企画、シナリオ作成、写真撮
影、声の出演等

地域福祉センター992－6889
9時～12時（火曜休館）
折返し担当者より連絡

・
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

や
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

・
紙
面
充
実
の
た
め
、
皆
様
の
投

稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
出

来
事
、
詩
歌
、
感
想
、
問
題
提
起
、

疑
問
、何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

・
漫
画
作
者
募
集

ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
（
小
中
高
生

大
歓
迎
）

新
聞
制
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
は
、
左
記
ま
で
。

①
竹
の
台
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

T
E
L
／
F
A
X　

              

9
9
2
ー
6
8
8
9

（
9
時
～
12
時　
火
曜
日
は
休
館
）

②
竹
の
台
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

イ
ト

   http://takenodai.info

タケくん

タケくん

お
気
軽
に
ご
相
談
を　

次号は、いよいよ第 100号

竹の台の「年表」最新版のペー

ジもあるよ！

令和 6年 3月中旬頃配布予定

です。お楽しみに！

■戸建て管理組合懇談会議事録

竹
の
台
地
域
に
お
住
ま
い
の
75
歳

以
上
人
口
は
、
１
４
２
６
人
。
ま

だ
ま
だ
元
気
と
思
っ
て
い
て
も
、

無
理
を
せ
ず
、
誰
か
に
頼
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
少
し
で
も
、
不
安

を
感
じ
た
ら
、
あ
ん
し
ん
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
に
ま
ず
は
連
絡
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

原則毎月第 1 土曜日 9 時から活
動しています。10 月はオリーブを
収穫し、あく抜きをしてから、実
そのものを味わいました。
1月6日（土）竹の台小学校グラウンド
2月3日（土)西神中学校駐車場入り口

いずれも 9 時から
入口集合。軍手をお持ちください。

10 月 15 日（日）に行われた戸建て
管理組合懇談会の議事録は、竹の台地
域コミュニティサイト / 地域の事業 /
団体別懇談会　から見る
ことができます。

年末になり、お家の片付けをする方も多くいらっしゃると思います。
このごみは燃えるごみ？それとも燃えないごみ？と分別に困ることも。
そこで、便利なツールのお知らせです。
神戸市公式ラインアカウントで友だち追加をしてください。
メニューの中から「ごみ」を選ぶと、「ごみ分別検索」「ごみ

カレンダー検索」「ごみ出し曜日プッシュ通知設定」の 3 つの
機能を使用することができます。ご自分の必要に応じてご利用
ください。 神戸市公式ラインによるごみ収集日のお知らせ☞

地 域

■神戸市ホームページ
自治会活動ハンドブック
　　　　　　　（本編）
　　　　　　　（資料編）

地
域
の
住
環
境
を
担
う
自
治
会

高
齢
に
関
わ
る
ご
相
談
は

自
治
会
・
管
理
組
合
の
方
へ

西
区
文
化
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
6
階

☎
9
9
6‐2
3
7
6

西
神
中
央

あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

ボランティア募集ボランティア募集 道
路
等
公
共
財
補
修
要
望
へ
の

西
建
設
事
務
所
の
回
答
が
届
き
ま
し
た

大きなアスファルトの凹みも
修繕予定です

■オリーブ活動
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年末・年始のごみの収集

年始

年末

X（旧ツイッター）もあります。
タケくんがつぶやくよ！フォローしてね。

フェイスブックは「竹の台地域委員会」で
いろいろな情報発信をしています！

http://twitter.com
/takenodai

https://www.facebook.
com/takenodai

スマホでつながる竹の台情報！  検索または2次元バーコードから

facebook X(旧twitter)
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12
月

1
月

2
月

3
月

缶・びん・ペットボトル容器包装プラスチック燃えるごみ 燃えないごみ
※注意：混ぜないで！　燃えないごみと、カセットボンベ・スプレー缶は別の袋でお願いします。

カセットボンベ・スプレー缶

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

 

●北公園掃除  
●タケくんカフェ  

●タケくんカフェ  

●中公園掃除  

●中公園掃除  

●中公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●元旦  

●第27回竹の台円卓会議  

●地蔵公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●大とんど神事（諏訪神社）  
●とんどまつり（西神中央公園）  

●地蔵公園掃除  

●地蔵公園掃除  

●竹小1年生昔のあそび  
●西公園掃除  

●建国記念の日  ●振替休日  

●天皇誕生日  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●西公園掃除  

●中公園掃除  

●中公園掃除  

●中公園掃除  

 

  

●北公園掃除  

●北公園掃除  

●北公園掃除  

●西神中卒業式  

●西神中学校運営協議会  

■大型ごみの収集は受付センターに申込みを!
Tel.392-7953   Fax.392-5500

指定された日に受付番号を記入したシール券を貼り、家の前に出します。ごみだしの
詳細は https://www.city.kobe.lg.jp/kurashi/recycle/gomi/index.html

●小学校施設利用調整会議
　  

●バンブークラブ
（高齢者食事会） 

●西神ニュータウン
　　　6防コミ連絡会 

●バンブークラブ
（高齢者食事会） 

●バンブークラブ
（高齢者食事会） 

●オリーブ活動
　　（竹の台小学校）  

●オリーブ活動
　　（西神中学校）  

●オリーブ活動
　　（西神中学校）  

●子育てサロン  

●竹の台小学校運営協議会  
●子育てサロン  

●子育てサロン  

●小中学校始業式  ●成人の日  

たけのパーク休業（12月24日～1月4日）

たけのパーク休業（12月24日～1月4日）

福祉センター休館（12月27日～1月5日）

福祉センター休館（12月27日～1月5日）

●トーホー竹の台店(～20時) ●トーホー竹の台店(10～19時)
●万代西神中央店(～21時) ●万代西神中央店(9時～)

収集作業に支障をきたしますので、クリーンステー
ション周辺には、絶対に駐車しないでください。

燃えるごみ 1月4 日（木）より
容器包装プラスチック
燃えないごみ
カセットボンベ・スプレー缶

1月5日（金）より

缶・びん・ペットボトル 1月10日（水）より

12月 29日（金）容器包装プラスチック容器包装プラスチック

12月 30日（土）缶・びん・ペットボトル

12月 31日（日）燃えるごみ
★たけのパーク店頭では、カセットボンベ・スプレー
缶の回収を行っていますが、燃えないごみや電池の回
収は行っていません。

情 報

2023

2024
※大とんど神事　成人の日、前日の日曜日　午前１０時～


